
 

 

 

 
 
 

令和７年の年頭にあたり 
 

新しい年、令和７年（２０２５年）を迎えました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

昨年、国内では大きな災害に見舞われた地があり、国外では争いが続き、情勢不安定な地があります。一

刻も早い復興と安心して生活ができる状況になることを願うばかりです。 

今日から始まった３学期。始業式では元気に登校した生徒の表情に安堵しました。今後、各学年とも行事 

として、校外学習（１年 区内めぐり、２年鎌倉方面）、展示発表会（３月４日～７日、８日保護者参観）

が予定されています。今年度も３学期を残すのみとなり、３年生は進路決定に向けて、すでに出願が始ま

り、間もなく受験本番の時期となります。保護者の皆様との連携を図りながら、生徒一人一人が、最良の

コンディションでこの試練に立ち向かい、目標が叶えられるよう支えてまいります。一方、来年度に向け

た準備に入る時期でもあります。次年度の入学希望も、現６年生からは昨年を上回る入学希望が寄せられ

ており、本校の取組が評価されていると受け止めております。引き続き「丁寧で面倒見の良い」生徒対応

を実践し、音羽中学校が『自己実現できる学校』、『文京一の学校』、『保護者、地域とともにある学校』と

なるよう、「本気」で取り組んでまいります。この一年も、生徒の活躍の場面をより多くの皆様にご覧いた

だけるよう、さまざまな教育活動を展開してお子様の成長を支えてまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様には、「チーム音羽」の一員として、次の２点、お願いがございます。 

◇ 本年も学校行事、部活動、土曜授業公開等のお子様の活動を可能なかぎり参観いただき、お子様の

様子を把握する機会としてご活用ください。 

◇ こどもは地域で育てるものです。お子様や本校の生徒に限らず、言動等が気になるこどもたちを見

かけましたら、できる範囲でお声かけいただくとともに、大塚警察署（03-3941-0110）、近隣の小

学校または音羽中学校（03-3947-2771）にご一報ください。 

引き続き本校の取組へのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
 

併せて、本年も保護者、地域とともにある学校を実現させるために、次の４点の充実を目指します。 

◇ 本校がコミュニティ・スクール（学校運営協議会設置校）であり、地域の皆様が学校運営に参画する

先進的な制度であることを含めて、その周知を進めてまいります。 

◇ 地域学校協働本部の設置校として、運動会、職場体験、進路模擬面接などの学校行事の際に、地域の

皆様のご協力を充実させるとともに、制度について周知を広める取組を進めてまいります。 

◇ 近隣の小学校、幼稚園などの教育機関、保育園、町会、自治会、青少年健全育成会等が運営する諸行

事に、本校生徒が参加する機会をいただき、地域コミュニティに参画する機運を醸成してまいります。 

◇ ＰＴＡ活動を軸に、保護者会、教育相談、音羽通信、学年通信の発行、保護者による学校評価等によ

り、保護者と教職員との意思疎通の機会を増やし、相互理解を深められるよう取り組んでまいります。 
 

新型コロナウイルスによる感染症の感染については、ひと頃に比べて少なくなりましたが、本校での事例

がなくなったわけではありません。また、昨年12月には、インフルエンザの感染が拡がり、９日午後から

12日まで第２学年３学級を一斉休業とし、12日午後から13日まで、第１学年１学級を休業としました。

その中に、登校したものの発熱等で体調がすぐれずに、朝の時点で早退させた生徒の中には、登校前から平

熱を超えて発熱していたり、机に伏せずにはいられなかったりするほどの体調にもかかわらず登校していた

生徒が複数いました。流行のピークはこれからとも言われております。保護者の皆様には、お子様の登校前

の健康観察を含めて、感染予防、学校を介する感染拡大の防止へのご理解ご協力を改めてお願いいたします。 

本校では、生徒と教職員の安全を最優先に考え、細心の注意を払った感染症対策を講じております。学校

は安心して生活できる場でなければならないことを念頭に、本年も教育活動を展開してまいります。 
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